
小
中
学
校
の
校
舎
や
体
育
館
は
、
児
童

生
徒
の
学
習
の
場
だ
け
で
な
く
、
災
害
発

生
時
に
は
、
そ
の
多
く
が
避
難
所
と
し
て

使
用
す
る
施
設
で
す
。
市
で
は
、
昭
和
56

年
以
前
に
建
て
た
古
い
耐
震
基
準
の
学
校

施
設
を
対
象
に
順
次
、耐
震
診
断
を
行
い
、

耐
震
化
が
必
要
な
建
物
の
改
修
工
事
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
震
災
直
後
に

耐
震
化
計
画
を
見
直
し
、
大
幅
に
前
倒
し

し
て
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
全
て
の
耐
震

化
の
完
了
を
目
指
し
、
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

今
年
度
は
、
中
央
小
学
校
新
館
や
宮
崎

小
学
校
校
舎
・
体
育
館
な
ど
、 

10
棟
の
耐

災
害
時
協
力
井
戸
は

　
　
　
７
月
15
日
現
在
259
件

戸
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時
に
は

地
域
住
民
の
方
に
、
井
戸
水
を
供
給
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。７
月
15
日
現
在
で
、

259
件
の
登
録
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
追

加
で
登
録
さ
れ
た
井
戸
は
、
順
次
市
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
井
戸

の
所
在
地
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
井
戸
の
所
在

地
を
地
図
上
に
表
示
し
て
い
ま
す

な
お
、所
有
者
の
申
し
出
に
よ
り
、所
有

者
名
な
ど
を
公
表
し
て
い
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、所
在
地
の
入
口
に
は
標
識
を
設

置
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
利
用
の
際
は
次
の
点
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

○
断
水
時
の
み
、
所
有
者
の
厚
意
で
提
供

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
所
有
者
の
指
示

に
従
う
。

○
所
有
者
の
被
災
状
況
に
よ
り
利
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
。

○「
飲
用
可
能
」
な
井
戸
も
利
用
者
の
責

任
に
て
利
用
す
る
。

市
で
は
今
後
、
自
治
会
な
ど
地
域
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
さ

ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/ido/map_ido.html

登
録
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
市
で
水
質
検
査
を
行
い
ま
す
（
費
用

無
料
）
の
で
、
市
民
生
活
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
災
害
時
協
力
井
戸
が
停
電
時
に

も
機
能
す
る
よ
う
、
手
動
ポ
ン
プ
の
設
置

工
事
費
用
、
井
戸
用
発
電
機
の
購
入
費
用

の
助
成
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災害時協力井戸マップ

き
ま
す
。
27
年
度
ま
で
に
は
、
全
て
の
小

中
学
校
の
校
舎
と
体
育
館
の
耐
震
化
を
完

了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
併
せ
て
、
非
常
食
・
飲
料
水
・

毛
布
な
ど
の
災
害
時
用
備
蓄
品
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

災
害
時
協
力
井
戸
の
登
録
は
、
共
助
と

し
て
災
害
時
に
お
け
る
地
域
住
民
の
飲
料

水
と
生
活
雑
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
市
内
に
井
戸
を
所
有

す
る
方
の
協
力
の
も
と
に
、
所
有
す
る
井

野田市 井戸マップ

避難所の備蓄品を順次整備

震
補
強
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
毎
年
10
棟
ず
つ
工
事
を
行

い
、
25
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
、
耐
震
化

が
必
要
な
施
設
の
補
強
工
事
を
行
っ
て
い
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